
思いやりの心を育てる

はじめに

マイホーム志向のおとなが増えています。家族を大切にすることは結構なことですが、それが行き過ぎて、家族の幸福は必死になって守ろうとするが、他人には無関心かつ冷淡であり、特に人の不幸にはできるだけかかわりたくないという社会風潮が広がりつつあるといわれています。

おとなの世界のこのような傾向が、子どもの心に反映して、思いやりの心の欠けた子どもたちが増えてきているように思われます。

身近な人たちに対してだけでなく、すべての人に手を差し伸べる豊かな愛の心を育てたいものです。

自然への心を開かせる

動植物をいつくしむ気持ちが、思いやりの心の出発点になります。

「ほら、前の庭を見てごらん。木の芽が美しいよ」「この間植えたチューリップが、こんなにきれいに咲いたよ」

まわりの自然に目を向けた会話が、家庭の中でかわされていると、子どもたちは小鳥の声や虫の動きにも関心を持つようになり、いつくしみの心が生まれてきます。

四季折々の草花を見つけての山歩きや摘み草……幼い頃を思い出してもう一度自然の中で遊んでみませんか。

家族どうしの思いやり

から輪を広げる

お父さんの背広についている糸くずを、そっと取ってあげるお母さん。重い物を動かすときに、さりげなく手を貸し合う親子。このような家庭のふんい気の中で、子どもの思いやりの心も育っていきます。

家族どうしの思いやりが、やがては乗り物の中で老人や赤ちゃんをつれた人に席をゆずる親の姿を見、

て、いっしょに席をゆずるようになり、自分から進んで席をゆずるようにもなっていくのです。

そうした行為を認めて、誉めてあげることが大切です。
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